
【 資料１ 】

特別保育事業審査基準 配点区分 項　目

地域において，特別保育の需要が多く対象 Ａ：　１５ Ａ　右の①に該当し，かつ予定定員が９人以上である。　　 ①　保育所入所定員が１２１人以上

児童の増加が見られること。 Ｂ：　１０ Ｂ　右の①または②に該当し，かつ予定定員６人以上である。 ②　保育所入所定員が９１人以上１２０人以下

Ｃ：　　５ Ｃ　右の①または②または③に該当し，かつ予定定員が３人以上である。 ③　保育所入所定員が６１人以上９０人以下

Ｄ：　　３ Ｄ　右の④に該当し，かつ予定定員が３人以上である。 ④　保育所入所定員が３１人以上６０人以下

Ｅ：　　０ Ｅ　右の⑤に該当する，または予定定員が３人未満である。 ⑤　保育所入所定員が３０人以下

地域において，必要な需要があるにもかか Ａ：　１５ Ａ　右の①に該当する。　　　　Ｂ　右の②に該当する。 優先地区順位（特別支援保育事業地区別優先順位表による）

わらず，特別保育を実施している保育所数 Ｂ：　１０ Ｃ　右の③に該当する。　　　　Ｄ　右の④に該当する。 ①１位(1％未満)　②２位(1％以上1.5%未満)　③３位(1.5%以上2%未満)

が不足していること。 Ｃ：　　５ Ｅ　右の⑤に該当する。 ④４位(2%以上3%未満)　　⑤５位(3%以上)

Ｄ：　　３
　
※　優先順位は，地区毎の保育所及び認定こども園の入所定員に対する
　　特別支援保育事業定員の割合による。

Ｅ：　　０

特別保育を実施するための施設整備が Ａ：　１０ Ａ　　　右の①に該当する。 ①施設整備済み

なされていること。 Ｂ：　　５ Ｂ　　　右の②に該当する。 ②一部施設整備済み

Ｃ：　　３ Ｃ　　　右の③に該当する。 ③未整備だが，今後整備する予定がある

Ｄ：　　０ Ｄ　　　上記以外 ④整備する予定なし

特別保育を実施するのに必要な研修など， Ａ：　１０ Ａ　　　右の①に該当する。 ①すでに研修を受けている。

人的保育体制の向上が図られていること。 Ｂ：　　５ Ｂ　　　右の②に該当する。 ②現在受けていないが，事業開始前までに受講する予定である。

Ｃ：　　３ Ｃ　　　右の③に該当する。 ③現在受けておらず，事業開始後に受講する予定である。

Ｄ：　　０ Ｄ　　　右の④に該当する。 ④現在受けておらず，受講予定もない。

特別保育事業を実施するにあたり，適切な Ａ：　１０ Ａ　　　右の①に該当する。 ①適切な保育内容に配慮されており，積極的な取組がある。

保育内容に配慮し，積極的な取組がなされ Ｂ：　　５ Ｂ　　　右の②に該当する。 ②適切な保育内容に配慮されている。

ていること。 Ｃ：　　３ Ｃ　　　右の③に該当する。 ③適切な保育内容に配慮されているが，やや積極性に欠ける。

Ｄ：　　０ Ｄ　　　右の④に該当する。 ④児童，保護者への対応に不適切な部分がある。

［既設法人］ Ａ：　１０ Ａ　　　右の①に該当する。 ［既設法人］

過去３年の監査指摘状況で重大な問題が Ｂ：　　５ Ｂ　　　右の②に該当する。 ①　運営する保育所に関する文書・口頭指導事項がない。

ないこと。 Ｃ：　　３ Ｃ　　　右の③に該当する。 ②　運営する保育所に関する口頭指導事項はあるが，改善されている。

Ｄ：　　０ Ｄ　　　右の④に該当する。 ③　運営する保育所に関する文書・口頭指導事項はあるが，改善されている。

④　運営する保育所に関する指導事項について，改善の目処がたっていない。

　特別支援保育事業審査基準（旧）

審査事項 個別審査基準
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同地区から複数の申請があった場合には，以下のとおりとする。
　・同地区申請保育所の１地域性①，３保育内容，４法人評価の評価点の合計を比較し，
　　評価点が一番高かった保育所に，上のＡ～Ｅのとおり配点し，以下は順に，該当する
　　配点から５点ずつ減点したものを配点する。ただし，０点以下になる場合は，０点と
　　する。
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